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はじめに

今回の調査研究の過程で「アフリカ自然環境保全協力」公開シンポジウムを開催し、約１５０
名が参加してアフリカにおける自然環境保全のあり方について協議をする機会を作った。シンポ
ジウムにおいては、アフリカにおける自然環境保全の効果的な手法を一般の方から応募し、選考
の上、４人の方に発表をして頂いた。本編では、アフリカの一般的な特徴を整理、分析し、効果
的な協力手法の提言や留意すべき事項を述べているのに対し、一般の方から頂いた提案はいずれ
も、それぞれの経験に裏づけられた具体例を提示することで、効果的な協力手法を提案している。
パネルディスカッションの後の一般質疑応答においては、貧困との関係や住民の関わり方といっ
た点に議論が集中し、一般の方のアフリカ自然環境保全への関心の高さと同時に、貧困や住民参
加といった問題意識が高いことが確認出来た。

シンポジウムの内容については、別添の「シンポジウム録」に譲るが、具体的な事例発表（グ
ッドプラクティス）や研究はアフリカに対する技術協力の実態を分かりやすく訴えるという点と、
事例（経験）を積み重ねることで、より効果的な協力の手法が創出されるということを教えてく
れるという点で、非常に有益であったと思われる。パネリストや参加者からの意見も今後のJICA
の技術協力の参考となるものばかりであった。

アフリカに関心のある方と共に、「アフリカの自然環境保全協力は如何にあるべきか」を一緒に
悩み、考えていく過程を今後も重要視していくことが必要である。この意味で、今回の公開型シ
ンポジウムは成功裏に終わったものと思われる。今後もこのような国民参加型の催しを積極的に
行っていくこととしたい。
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アフリカ自然環境保全シンポジウム

１． 実施目的

（１） アフリカ自然環境分野の技術協力の指針・手法作成上参考となる情報を、 広く関連組

織・研究教育機関・NGO等から得ることにより、実施中の調査研究に資する。

（２） 本シンポジウムへの参加を通じ、アフリカの自然環境に関する人材ネットワークの構築

を図る。

（３） 公開型のシンポジウムという国民参加型事業を展開することによって、JICAの事業紹介

の広報効果を得る。

２．日時・会場

○日時：２００１年７月１２日（木）午後１時～５時

○会場：ホテルサンルート東京

３．参加者

合計○○人（大学、コンサルタント、各省庁、NGO等）

４．進行表

1300 開会

・開催挨拶.....................JICA森林・自然環境協力部　宮川秀樹　部長（５分）

・来賓挨拶...............外務省経済協力局技術協力課　村田遙人　企画官（５分）

1320 発表

・ JICAのアフリカ協力の方針

JICAアフリカ中近東欧州部　橋本栄治　部長

・アフリカ自然環境保全調査研究経過報告

JICA森林・自然環境協力部計画課　吉浦伸二　課長代理

・アフリカ自然環境協力に係る一般発表

○生態系機能の回復と重要生息地の保全

米田　政明　氏（所属：自然環境研究センター）

○自然保護区から住民への経済的利益還元の可能性の検討

-タンザニア・セレンゲティ地域における事例から-

岩井　雪乃　氏（所属：京都大学大学院　人間・環境学研究科

アフリカ地域研究専攻）

○アフリカの砂漠化問題と農業技術

石森　康一郎　氏（所属：国際開発高等教育機構）

シンポジウム概要
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○重層的リーダーシップの育成と戦略的な「弱い強制」

-効果的な自然保護区策定と管理のための多元的なアプローチ-

佐藤　哲　氏（所属：南伊豆海洋生態ラボラトリー）

休憩

1445 パネルディスカッション

○テーマ「アフリカ自然環境保全への技術協力は如何にあるべきか」

１．アフリカ自然環境の留意すべき特徴

２．アフリカ自然環境行政上の留意すべき特徴

３．アフリカ社会経済上の留意すべき特徴

４．地域社会による保護区管理、自然資源管理の在り方

５．アフリカでの我が国らしい効果的な自然環境協力の在り方

６．その他

○パネリスト（順不同）

コーディネーター；JICA森林・自然環境協力部計画課　草野孝久　課長

１．釧路公立大学経済学部：小林聡史　助教授

２．コンサベーション・インターナショナル：福岡史子　代表

３．駒沢大学経済学部：古沢紘造　教授

４．環境省自然環境局野生生物課　鳥居敏男　課長補佐

５．JICAアフリカ中近東欧州部アフリカ課　鈴木規子　課長

1700 閉会
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